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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年6月7日(2018.6.7)

【公開番号】特開2016-209132(P2016-209132A)
【公開日】平成28年12月15日(2016.12.15)
【年通号数】公開・登録公報2016-068
【出願番号】特願2015-93538(P2015-93538)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月20日(2018.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼部の共焦点画像と非共焦点画像とを含む前記眼部の複数種類の画像を取得する画像取
得手段と、
　前記共焦点画像及び前記非共焦点画像を記憶領域に保存する保存形式を独立に決定する
決定手段と、
　前記決定された保存形式に基づいて、前記取得された複数種類の画像の少なくとも一つ
を前記記憶領域に保存する保存手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記決定手段は、前記取得された複数種類の画像における観察対象であって、前記眼部
の異なる複数の合焦位置に対応する複数の観察対象のうちのいずれかの観察対象に基づい
て、前記共焦点画像及び前記非共焦点画像を記憶領域に保存する保存形式を決定すること
を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記記憶領域に保存される前記共焦点画像と前記非共焦点画像との間
におけるフレーム数とデータ量との少なくとも一方の大小関係が異なるように、前記保存
形式を決定することを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記観察対象が視細胞である場合には、前記記憶領域に保存される前
記共焦点画像のフレーム数が、前記記憶領域に保存される前記非共焦点画像のフレーム数
よりも多くなるように、前記観察対象が血管である場合には、前記記憶領域に保存される
前記共焦点画像のフレーム数が、前記記憶領域に保存される前記非共焦点画像のフレーム
数よりも少なくなるように、前記保存形式を決定することを特徴とする請求項１乃至３の
いずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、前記観察対象が視細胞である場合には、前記記憶領域に保存される前
記共焦点画像のデータ量が、前記非共焦点画像が前記記憶領域に保存される前記非共焦点
画像のデータ量よりも多くなるように、前記観察対象が血管である場合には、前記記憶領
域に保存される前記共焦点画像のデータ量が、前記記憶領域に保存される前記非共焦点画
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像のデータ量よりも少なくなるように、前記保存形式を決定することを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記取得された複数種類の画像の種類毎に異なる保存形式を指定する指定手段を更に有
し、
　前記決定手段は、前記指定された保存形式を決定することを特徴とすることを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記指定手段は、前記取得された複数種類の画像を前記記憶領域に保存するか否かを、
前記保存形式として指定することを特徴とする請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記決定手段は、前記取得された複数種類の画像の属性、解剖学的特徴、病変候補、画
質、輝度特性、指示された撮像条件に対する適合度、過去検査の画像属性に対する適合度
、解析結果との少なくとも一つに基づいて、前記保存形式を決定することを特徴とする請
求項１乃至７のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記決定手段は、前記記憶領域に保存される画像の種類、フォーマット、階調数、圧縮
法の少なくとも一つを、前記保存形式として決定することを特徴とする請求項１乃至８の
いずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記眼部の複数種類の画像を撮る眼科撮像装置と通信可能に接続され、
　前記画像取得手段は、前記眼部を略同時に撮像して得た複数種類の画像を取得すること
を特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記眼科撮像装置は、前記眼部の共焦点画像と非共焦点画像とを取得するための兼用の
光源と、前記光源からの光が照射された前記眼部からの戻り光を、共焦点領域を通る戻り
光と非共焦点領域を通る戻り光とに分割する光学部材とを有し、
　前記画像取得手段は、前記共焦点領域を通る戻り光に基づいて前記共焦点画像を取得し
、前記非共焦点領域を通る戻り光に基づいて前記非共焦点画像を取得することを特徴とす
る請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記画像取得手段は、前記共焦点領域を通る戻り光と前記非共焦点領域を通る戻り光と
のうち少なくとも一つを受光する受光部の前段に設けられた開口部の位置と形状とのうち
少なくとも一つが調整されて得た前記眼部の共焦点画像と非共焦点画像とを取得すること
を特徴とする請求項１１に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記眼部における前記共焦点画像の取得位置と前記非共焦点画像の取得位置とが同じで
あることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　眼部の共焦点画像と非共焦点画像とを含む前記眼部の複数種類の画像を取得する工程と
、
　前記共焦点画像及び前記非共焦点画像を記憶領域に保存する保存形式を独立に決定する
工程と、
　前記決定された保存形式に基づいて、前記取得された複数種類の画像の少なくとも一つ
を前記記憶領域に保存する工程と、
　を有することを特徴とする情報処理装置の作動方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の情報処理装置の作動方法をコンピュータで実行するためのプログラ
ム。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一態様による情報処理装置は、
　眼部の共焦点画像と非共焦点画像とを含む前記眼部の複数種類の画像を取得する画像取
得手段と、
　前記共焦点画像及び前記非共焦点画像を記憶領域に保存する保存形式を独立に決定する
決定手段と、
　前記決定された保存形式に基づいて、前記取得された複数種類の画像の少なくとも一つ
を前記記憶領域に保存する保存手段と、を有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の一態様による情報処理装置の作動方法は、
　眼部の共焦点画像と非共焦点画像とを含む前記眼部の複数種類の画像を取得する工程と
、
　前記共焦点画像及び前記非共焦点画像を記憶領域に保存する保存形式を独立に決定する
工程と、
　前記決定された保存形式に基づいて、前記取得された複数種類の画像の少なくとも一つ
を前記記憶領域に保存する工程と、を有する。
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